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9刃号訂正個所

10頁 甲斐昭秀一→甲斐秀昭

13頁 右上から17行目中見出し

易分解性有機物の体質一→ 易分解性有機物の本質

11頁 第 2表は下記の通り訂正致します

第 2表稲ワラの分解に伴なう易分解性有機

物の集積と土壌の粘土の種類

土土壌の種の粘類 粘土(mのe/塩10基Og置粘換土容)量

モンモリン系 65-83 

カオリン系 22-33 5.4 
アロフェン系 38-46 2.3 5.1-8.8 

砂 ほとんど O 6.0 2.3 

13頁 第 5表は下記の通り訂正致します

第 5表 易分解性有機物の集積と温度

土壌

モンモリン系

カオリン系

アロフェン系

砂

2.5 

2.1 

13頁 第 8表は下記の通り訂正致します

第 8表菌体細胞壁部分の添加による

易分解性有機物の集積

J
l
F
 

壌
易分解'1主有機物の集積率(%)

易分解性炭素 |易分解性窒素

モンモリン系 22.1 12.5 

カオリン系 20.6 7.0 

アロフェンWt 19.5 5.9 
1i'T、 4.7 2.0 

るI']i十リグニン 13.3 
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A且，

ナ

土 壌有機物の意義 とその代替物

土壌有機物の意義はいろいろな角度からながめ

ることができるが，ここでは主として物質-循環と

しづ立場から考えてみることにする。まずはじめ

に，わが国の自然植生である森林の下にみられ

る，土壌一森林土壌ーの場合をとりあげよう。

樹木は光合成によって炭酸ガスから有機物をつ

くり，各種の無機養分と水を吸収して生長するO

樹木の一部は動物の食糧となる。落葉，落校や

動物の死体は，地上に堆積し，土壌生物によって

分解されて，元の無機成分となり，再び樹木に吸

収利用されるO その問に一部の有機物は土壌有機

物として土壌中に集積する O

このような物質循環は生物的小サイクノレとよば

れ，第 1図のように表わされる。

しかしこ

のサイクル

は完全に閉

じられたも

のではな

く，循環す

る元素の一

部は，第2

図のよう

に，土壌を去って，地球の他の分圏へと移行し，

逆にこれらの分間からも土壌圏へと移行してくる

元素があるO このような大規模のサイクルは，地

球化学的大サイクルとよばれるO

これら 2つのサイクルは，土壌の種類によって

著しくその

内容を異に

第 2図地球化学的大サイサル

している

が， その一

例として，

林土壌のう l水 罰|
ち最も分布 l 1 

名古屋大学農学部

熊田恭

面積の広い褐色森林土の場合について，サイクル

の一面を説明しよう。

褐色森林土は， BA型から BF型まで6つの型

に区分されているが，これは土壌のもつ水分]策境

に対応する。前者ほど乾性，後者ほど温性である

第 31玄|で 第 3図褐色森林土 BB型と BD型

は， I-L!地で、

BB 型と

BD型のみ

られる位i置

と，水の動

きをj実式|均

に示しもた

D
U
 

M
d
ン

lプア
↓d 

一→水の動き

のである。

前者は山頂付近や尾根すじに，後者は山の!I;3!.面下

部などに現出する O これらの土壌で、の有機物の集

積形態には著るしい相違がある。

第 41玄!の 第 4図粗腐植とムル

ように BB

品川
A )i'i 

型ではLJ胃

(落葉)， F層

爾(褐色・繊維

状)， H層

(黒褐色・無
;1JI. /{~; 1¥I'i L、/レ

定形〉の 3層からなる Ao屑があり，その下のA

屑の有機物量は少なし 1。この型を粗腐植型という

BD型では，地上にはL層のみがみられ，その

下のA層は厚く，黒褐色を呈して有機物lこ富みし

ばしば団粒構造が発達するO これはムル型で、ある

このような土壌有機物の集積型の相違を生んだ

理由は，土壌の水分環境にあるとされてし喝。第

3図からも容易に理解されるように， BD型では

!ci':.IY'りを通じて適度な水分が供給保持され，また糾

i町t部からの養分補給もあるために，生物活動は

活溌で，生物遺体の分解剖順調に進行するO 腐植

は粘土と密に混和して，悶粒を発達させる。
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fl!l;性型では水分に乏しいため生物活性は低く，

落葉落校は地とに堆積するし，養分の Ao}脅から

の表而流亡も多¥¥0 

BD型は BB型に比し，樹木の生育は良好で、，

結英樹とされる見事な杉の生育は BD型にみられ

るが， BB型ではヒノキの生育も不良であるO

上述した小サイクノレと大サイクルの内容によっ

て，植物の生育が大きく支配されることは，この

例から明らかであろう。なお，この例は土壌水分

の重要性を示すものであるo rfn准慨は，作物に直

接水を供給することはもちろんであるが，土壌lこ|こI

で、の物質変化を順調に進めるためにも必要で、ある

こと， したがって土壌自体への水分供給の重要性

も指摘されるのである。

次に農却1:地土壌に移る。 農業は食糧その他，人

間の生活に必要な生物資源を生産し，それを収穫

物として匝|場から運び出す。そのさい，土壌養分

も収奪され，土壌肥沃度は低下するO

肥沃度の低下を防き¥より多くの収穫物をうる

ために，人間は土壌に作物養分を補給する。そこ

で自然土壌にみられたサイクル以外に，人間の関

与するサイクルが新しく力1:1わることになるが，こ

の新しいサイクルの内容は， [1寺代とともに移り変

ってきた。

第 5図 古い農業での物質循環

|{71物|く白川1:ijll 防

|土|壊ト一一--------

かつての古い農業，化学肥料出現以前の農業で、

は，収穫物は人間や家畜の食料となり，その排11止

物や収穫残j査は，堆厩肥・下肥その他として再び

農地へ還元された。さらに， 111の落葉・落校もそ

のまま，あるいは堆肥として農地へ投入されたO

このような古い農業では，人間が土壌

に新しい物質循環過程をもちこんだこと

にはなるが，その姿は， I~I 然の生み出し

たものを再び自然に戻すというもので，

生物的小サイクルの規模を大きくした形

である O 古い農業は，自然界でのサイク

ルの中に人聞がはいりこんで，これをう

と 小本・ 第三種郵便物認可 ( 3 ) 学

まく利r目していたといえる。

そこでは物質循誠に大きな破綻をきたすことな

く，人間は自然と調和していたのである。

化学肥料の出現にはじまる現代良-業では，工場

生産された多量の化学肥料が施用されるようにな

っt::..o それによって収穫物の量は著るしく増大

し， したがって収奪される養分量も多くなったO

また，農産物の移動範囲もひろがっている O

たとえば，かつては村から近隣のIIIJへ運ばれ，

そのかわりに， 11りの、ら村へと下肥の]l~で逆送され

ていたものが，現在では速し 1農村・から大都市へと

集中し， さらには海・外からのlj!命入も甚だ多¥¥。 収

穫残澄や家市1~1オU:物の農地への還元も少なくなっ

ている O かくして物質の移動は片道交通となり，

第 6図に示す IやEのルートは極めて狭くなった

このような状況は，先述の大・小 2つのサイク

ルに深刻な影響を与えるようになってきている O

生物的小サイクルについてみると，肥料の主体

を占める化学肥料の形態と施肥法の進歩には，ま

ことに目覚しいものがある O それは作物の増収に

著るしい効果を発押した反田，土壌の悪化をひき

おこしている。

かつての老朽化水田での根腐れ，施設栽培にみ

られる濃度障害・ガス障害，みかんの異常落葉な

ど，過剰な施肥による生育障害は技術的に克服さ

れているが，化学肥料の施FF1自体が土壌環境の破

壊を招来する可能性は，ますます増大してきたと

みなければならなL、。病虫害の多発と農薬の施用

によるそのI))JI徐は， 円、たちごっこ」であるとさ

れていることにも注目すべきである。

このような事態は， リーピッヒにはじまる無機、

栄養説に立iJLi1した栽培技術，水MI:の思想、の所産で

これを再検討すべき時期にあるといえよう。

歴史はくりかえすといわれるが，私共はこの辺

で，かつての腐植栄養説の現代的な再登場に期待

する必要もあると思われる。
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大サイクルの方はどうであろうか。ここで私共

が公害問題に直面していることは明白である。

農地と森林から搬出された有機物は，人間に利

用されたのち，元の自然に返されることなく，都

市とその周辺に局在化し，水質汚濁の大きな原因

となっているのであるO

このような状況をみると，近代文明のひきおこ

した物質循環の乱れを正常化することが，土壌に

とっても，また人間にとっても，是非とも実現さ

るべきであることは申すまでもな¥¥。それは果し

て，どのようにして実現されるであろうか。

農業技術のうち，土壌肥料分野に限定してみれ

ば，近代の収量増加は，肥料・土壌改良・農薬の

3本柱に負うところが大きいであろう。

しかし，柏物は，水，空気，養分その他の生育

因子があれば生育するという，水耕の思想は，栽

培環境としての土壌の否定につながるO

肥料は無機質化学肥料の偏重へ動き，土壌改良

も，無機質改良資材による化学性の改良に重点が

おかれ，有機物の施用を軽視する傾向が助長され

るならば，土壌の物理性の悪化を招き，さらには

生物性の悪化をひきおこすことになる。

近年の農薬の多用は，このことを如実に示すも

のと考えられるが，これは土壌生物相の生活を保

障する手段に欠けるところがあったためではなか

ろうか。

実のところ，土壌生物の生活を保障することの

具体的な意味やその手段について，私共はほとん

ど何も語りえなし 1。ただ，現行の化学肥料・と農薬

の多用が，土壌生物相のバランスをくずしている

であろうことは，容易に想像される。

また，土壌の有機物を供給することが，有i漫物

がなければ生きていけない従属栄養性の土.壌生物

の生活を，保障する 1つの不可欠な手段で、あろう

ことも十分に考えられる O さらに，有機物は他の

無機成分とともに，適正な水分状態の下で，環境

としての土壌を良好に維持することに寄与するO

これは，先述の褐色森林土 BD型の事例からも

明らかである O 有機物は，植物の生育にとり必須

ではないが，作物の生産に不可欠だと云えよう。

一方において，生物資源として利用された有機

物の残溢や廃棄物を，合理的に処理する場とし

て，農地が注目されることも当然ではある。ただ

と 14 A主ら

子 昭和47年 9月1日

し，このことは，土壌を廃棄有機物の「ゴミステ

場J とすることであってはならなし 10

有機物は土壌にとヮて望ましい形で還元され，

土壌の生産機能の保全と育成に役立つものである

よう，十分に配慮されねばならなし、

これまでに展開してきた考え方に立脚するなら

ば，土壌・肥料と農薬は大きな転換期を迎えてい

ることに気付く。

作物を栽培するために，直接作物の生育に寄与

するものとして肥料・土壌改良剤・農薬を施用し

てきたが，それは土壌破壊をひきおこし，人間生

活の侵害へいたる道でもあったことを反省し，作

物のみならず，土壌にとっても，さらに人間にと

っても望ましい形態の資材と，それらが停滞する

ことなく，円滑にサイクノレを形成するような方策

の確立が必要で、ある。

残念なことに， 「望ましし、資材の形態」と「円

滑なサイクルを形成するための方策」について，

現在提示できる資料は極めて少なし、。

また，筆者は甚だ、漠然と，次のようなことを考

えているにすぎなし 10

従来の資材は，肥料・土壌改良剤・農薬という

3本柱のどれかに該当するものとして，少なくと

も観念的には別個に扱われてきたO

しかし，おそらくは三位一体的な資材と施)司法

が望ましいのではなかろうか。その仁!こIでは，現在

の化学肥料はその形態を修正することによって，

依然として重要な位置を占めるであろう。

同時に，各種の有機物は，そのままの形で，あ

るいは，例えば堆肥化というプロセスを経たもの

として，併用されることであろう。

さらに，複雑な土壌生物相が高い活性を維持す

ることによって，特定の病害虫の異常発生(エル

トンのいう生態的爆発〉 を抑制するよう，土壌条件

を整備する資材としての有機物も必要となろう。

この有機物は単なる代替物以上のものであるO

ところで，有機物問題はこれまで，個々の農家

の営農上の問題として，自給肥料あるいは購入生

産資材として扱われてきたO

しかし今後この問題は，このような狭い立場だ

けではなく，長期にわたる土壌の生産機能の保全

と育成や，社会地球科学的物質輪廻の一環とし

て，国家的な立場から扱われねばならなし 10
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水田土壌における

有機物に関する研究について

1m土壌あるいは森林土壌と比べると，水田土壌

にはいくつかの特長1;巾な点が認められる。

特長的なJ誌の第 1としては，稲作jUJI'MJに当たる

夏期高温[1寺に，水田土壌が湛水状態にあり，水回

土壌作ニL:層は水で飽和され，かつ田町水によって

作土居と大気との問のガス交換が，しく阻害さ

れている事実をあげることができる O

このため，基質に富み，微生物活動がflモ盛なfl::

土層の大部分は，還元状態に陥り， I壬Irw水を介し

て少量の分子状酸素が到達できる fl:::+:.)~ìの，表面

近くの数7ll7ll程度の部位のみが，酸化状態を保持し

ているに過ぎなくなる。

水田土壌の特長的な第 2の点は，地下水位の低

い水田土壌において，下層が作土佐Hこ比べて微生

物活動が弱く，湛水期間中lこも，イノr:J・J習より透か

に酸化的な状態に止まっている事実である。

この場合には，水田に濯慨した水が凹而水から

作土層へ，作土層から下層へと浸透し，それに伴

って，田町水中に溶存している分子状椴素が還元

状態、にある作土層へ，fj::土層の土壌溶液 I~!~I に溶存

している物質が， より酸化的な状態にある下層へ

と移行し，水の浸透により，作二|二層および下層に

新たな反応がひき起こされる。

水田土壊の特長的な第 3の点は，水田土壌の大

部分が現世の河川iのまわり，湖，潟などに堆積し

た地域に広がっている事実である。

この点からするならば， 1W土壊および森林こと壊

は，主として侵食作用が優越している I~:~成土壌に

属し，水田土壌は，主として堆積作用が優f越して

いる水成土壌，ないしは半陸成土壌に属している

と云える。

水田土壌のこれらの特長に注目して， 日本にお

いて多数の研究が行われ，水田土壌に特有の物質

変化，微生物活動，断面形態の発達過程などにつ

いて，これまでに幾つも成果が得られている。

東京大学農学部農芸化学科

「
ー
ト

ネ
冷
d 秀 ノ市

I)D、田

ここで述べる水回土:撲の有機物の;話題も，水田

土壌のこれらの特長と関連が密接なものに限定す

ることにしたし 10

水田土壌の有機物の給源と集積様式

畑土壌，森林土壌などのような I~~成土壌で、は，

土壊有機物の主一要な給源は高等槌物で、あって，そ

の遺体が土壌表面近くに集積する結果，土壌有機

物の量は通常，土壌表而近くに侃布している O

これに対して，水成ないしは半!íï~幼児土壌に属す

水田土壌では， しばしば土壌有機物の量が，ニヒ壊

の深さとともに不規則な変動を示している。

この事実は，水田土壌の母材-が半|桂成ないしは

水成の環境の下で堆積している際に，有機物が土

砂中に混入したことを意味している。

半|珪成の環境の下では草などの植物遺体が多量

に堆積し，水成の;環境の下で、は，植物性プランク

トンが椛積する傾向がある O

たとえば湖底および湖岸の堆積物をしらべる

と， 1f['.積物は土性が~r~.なる幾つかの層からできて

おり，ニヒ性が細かい)習には有機物j毘-が多く，土性

が粗い)~ìには有機物量が少ないこと，および堆積

物の有機物の量とクロロフィルの量とは，ほぼ比

例していることが見出されたo (第1， 2図)

第 1図 土性と有機物含量との関係

(霞ヶ)1有地区)
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第 2図 有機物含量とクロロフィル様物質含量

‘との関係 (霞ケ主Ii地区〕

N 

%! . . 
0.5ト

全

0.4 
有

機 0.3

物 0.21-

0.11 。

.・ ~j'_"'_-'---L-ム....... ー-
0.02 0.04 0.06 0.08 0.10 0.12 0.11 0.16 

クロロフィル様物質 l田光度(ベンヒン it' ~ ~ケ Om μ)

-湖底J:ffi積物， 0 iMII伴ことJ:fi1

これらの事実は，沈降速度のおそしサ:，[(q知性フ。ラ

ンクトンの遺体が，粒径の系IJIかい無機質粒子に伴

って沈降堆積し易いことに恭因していると思われ

る。ノ

水田土壌の有機物の存在形態

前述したように多くの水田土壌は，

|珪成土壌に比べて，生成年代が新し

く，かつ水に浸されているJUJ問が長い

ために，土壌に加えられた生物遺体の

分解変質，あるいは腐地化の程度が低

いと予想される。事実，水田土壌は1!1[

土壌に比べて，一般的に易分解性有機

物に富んでいることが知られている。

水田土壌fp:土層の構成粒子を粒径別

に分画すると， 400メッシュよりも相

¥ ¥粒径百分に合まれている有機物は，

ほとんどすべて高等植物め遺体の形態

で存在していること，およびこの植の

有機物は作ニヒ層の全有機物量の約30%

にも達することが明らかにされたo (第 41玄1)

またこれらの値物遺体は，形が小さいものほど

腐値の程度が高く，かつ無機質j粒子による汚染の

程度が高いことが見出されたo (第 1表〉

さらに 400メッシュよりも粒径がネIJiかい画分に

は，植物性プランクトンの遺体の混入が目立つよ

うになり， 2μ よりも粒径が細かい阿分には，細

菌に由来する有機物の寄:与が大きいことが，ほぼ

確かめられたO

これらの生物遺体は，易分解性有機物に富んで

おり，微生物活動ないしは物質変化の拠点になり

，': 0.5 

有
0.4 

機

物 0.3

ル)
科ゐ 昭和47年 9月 1日学

半|産性あるいは水性の下で、形成された堆積物

を，地下水位を下げ水田として長期間利用してい

る間に，水田土壌の作土層で、は，水稲の遺体，有

機質肥料などの有機物の補給と，微生物分解，溶

脱などの有機物の消失との聞に，Jjfたなノくランス

が成立し，二r_..壌の性質lこ応じた，ほぼ一定の有機

4均邑:を維持するようになると予想される。

このHfIの課題は1i)f究例が少なく不明の点が多い

が，二[::")哀の有機物量と燐酸吸収力との聞に，広く

比例関係が成立していることが見出されている。

(第 3図〉

なお水田として長期間利用している土壌におい

ても，湛j<JUJI一札田町水l判こ生育した植物性プラ

ンクトンの遺体が作土層の表而に沈積し，作土jfj

表，Yfiに生育した探知とともに， この部分のこと壌に

有機物を供給していることを指摘しておきたし、O

J 

第 3図 有機物含量と燐酸吸収係数との関係
〔全国の水間試験圃場の作土〉
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うると予想される。

さらに作土周 111には，生物遺体があるHllの規則

性にしたがって分布しており，それによって作土

層仁!こIでの微細部位における微生物活動，物質変化

などが規制され，ひいては作土層全体としての性

格およびi幾能も影響を受けると推定される。

水田土壊のfr:土層の粒団をしらべた結果では，

大きい粒団の方が，小さい粒団よりも有機物量，

遊離欽量，活性マンガン量，微生物数，易分解性

有機物量などが多く，微生物活性が高い傾向があ

ることが見出されたo (第 5，6図〉



これらの事実は，水田土壌の小さい粒団には小

形の植物遺体が，大きい粒団には小形の他物遺体

だけでなく，大形の柚物遺体も閉じ込められてお

り，植物遺体自身および植物遺体からその近くの

土壌基質中へしみ出した易分解性有機物を利用し

て，多数の微生物が生育していることを示してい

ると判断される O

粒|立|に遊離鉄量，活性マンガン量などが多い事

実は，植物遺体のまわりにこれらの物質-が濃縮沈

着する傾向があることに対応している。

別の見方からするならば，植物遺体はそのまわ

りに植物遺体閏とも云うべき土1M微調I陪13位を形成

し， その部位に合まれている一一卜J表粒子は，互に強

く結合されて，粒団としての形態を整えるに至る

と考えることもできるであろう。

水田土壌の水溶性有機物とその役割

畑二|二段lこ比べて，水田土壌には水溶性有機物が

多く合まれていること，水田土壌の排水中には，

有機物が存在していることなどは，かなり以前か

ら気付かれていた。

これらの点の解析を進めたところ，水溶性有機

第三種郵便物認可 (7) 科学業と

介炭素|全窒素 C/N 水分

1.95 % 0.20 % 4.% 5 原 土
9.9 

0.092 
>30メッシュ 29.2 1.38 21.1 17.0 

23.8 1. 32 18.0 9.2 

30-50 
0.030 

砂 メッシュ
28.6 1. 59 18.0 013.8 
22.4 1.66 13.6 8.5 

50-100 
0.014 

25.9 1.97 13.2 11.6 
メッシュ

16.7 1.32 12.0 6.6 
画

100-200 
0.011 

21.6 1.69 12.5 8.4 
メッシュ

10.4 0.85 11.9 5.0 

200-300 
0.029 

うナ 7.3 0.62 11.6 5.5 
メッシュ

11.2 1.07 10.5 5.7 

300-400 
13.6 1.24 11.0 5.3 

メッシュ
6.0 0.64 9.4 4.6 

シ jレ 画分 1.59 0.18 8.5 3.6 

粘 土 画 分 2.01 0.35 5.7 8.4 

農

土壌諸画分の有機物(長野土泌)

昭和47年 9月 18

M:鉱物粒子

D:腐朽の程皮が進んでいない柿物j立体

H:腐朽の程度が進んでいる植物遺体

土壌より分離された植物遺体の有機物量第 4図
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性有機物の除去は，土壌微生物の活性を高め，土

壌の還元状態の発達を促進し，これに反して，易

分解性有機物の:墨;の少ない場合には，水溶性有機

物の|除去は，土壌微生物の活性を低め，土壌の還

元状態の発達を阻害することが見出されたo (第

8図〉

地下水位の低い水田二卜ιUこおいて，イij::"土層から

洛脱してきた物質が下層に達すると，そこで多く

の反応を行うことが，以前から認められていたO

その中でも，とマンガンの行動は，作土層か

らのこれらの成分の溶脱と，作土層の下部で、の欽

.マンガン集積層の形成とが顕著な現象であった

ために，多くの研究者のiJ-:日を集めるところとな

ったO

この現象の機儲としては，還元状態が発達した

作土層で，鉄・マンガンが還元され，水に易溶の

農業と科学 昭和47年 9月1日

保温静置後の土壌の乾土効果と水溶性
ヘキソース含量との関係(入千年土壊)

〈長野土壌〉

.w-β( 7 ) 
._w-α(7 ) 
"'0 

.W-a(35) 

.W-β(35) 

非150;/，立径

2 4 6 8 10 12 14 
乾土効果(NH3-Nmg!100g土壌)

W:湿潤土区， D:風乾土区 J (l'， r:透水区，

s，δ:停滞水区， ( )・保i!I1lW1~tífi: 日数， 0: 1Jji;:f二

夫トー土
ー一一一ー~

---------

風乾耐水性粒団中の細菌数
直接 rl~

• D-o( 7) 
・D-y(7) 

#60 #32 

• D-o(35) 

.D-γ(35) 

# 16 
107 

#5 

第 7図

第 6図
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物の主成分の 1つが炭水化物であること，土駿に

各種の前処理を加えると水浴性有機物の量が著し

く増大すること，土tí~の易分解性有機物の量と水

溶性有機物の量:との間には，ほぼ比例的な関係が

成立していることなどがr=lj3かになったo (第 7図〉

これらの事実に基づいて，土壌中には微生物や

水が侵入し難いほどに，密にかこまれている微細

な孔隙があり，その仁|二'1こ易分解性有機物と，その

量にほぼ比例する量の水溶性有機物とが取りこま

れていることが抗定された。

ところで前述したように，地下水位の低い水田

土壌の作土層においては，水溶性有機物が透水に

よって除去され，その結果，作土層中での物質変

化に影響が生じる可能性が考えられるO

この種の作土居に対する透水の効果は，作こ1::層

に元来合まれていた易分解性有機、物の量によって

異なり，易分解性有機物量が多い場合には，水浴

11.0 

9.0 

% 

10.0 

32 

30 

28 

% 

34 

粒径による耐水性粒団の組成の変動

苓5件32 非16

( 1 mm) 

第三種郵便物認可

>事200詳200非150 柄。

(0.1 mm) 

第 5図

(8) 

1.0 ・・-。/
/ο 

2.2 

2.0 

1.8 

1.4 

1.2 

1.8 

1.6 



第三種郵便物認可 (9) 

ンガンは，湛水JWrM]に下層で直ちに

酸化されることなく， 211面陽イオン

として，陽イオン交換座に吸着保持

され，落水後酸化沈着する過程が，

鉄・マンガン集積層の形成に対し

て，無視できない役割を果している

ことが確かめられた。

また後者の過程が進行する前提条

件の一つは，下層に合まれていた分

子状酸素が，あらかじめ浸透水中の

水溶性有機物の直接的な作用あるい

は，微生物活動を介しての間接的な

作)'IJによって，消1Jfされることにあ

ることが確かめられたO

さらに浸透水1:[:1の有機物は，鉄-

マンガン集積層よりも深い土壌のド

j留に;遣い浸透水の通路に当る孔|墳

の底面と反応して，その部位に易分

解性有機物を富化させ，微生物数を

増加させるとともに，他方，二|二色を灰色にし，欽

・マンガンをj容 f~~{除去することが見出された。

HB和47年 9月1日 農 業と科学
・ー・・・‘--‘.-_.‘・ー_.・ー・・・---、与で..，._..._..・---..・，，-‘・ー・・・‘・ー--‘・ー。..

還元状態の発達と窒素の形態変化に及ぼす透水効果

二i二 j裏

入善湿潤!京土

長野A

主主
Eコ

早乙

厄k

山

長野A'

長野B

少

b y 

生育阻害因子の除去

/ 
/ 
/ 
/ 

j霊水要因

j甚水当初 ，/ 

好気性菌に対し

/ 

9 

基質などの除去，..，、向、，、，、N 、，、炉、̂'"、，、

第 8図

窒主主の形態変化 Eh 
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第 1tJc， 2価マンガンが生成し，これらが湛水下

も酸化状態を保っている下層に迷すると，直ちに

その場で酸化沈着する過程が想定されていたO

その後，作土から溶脱してきた第 1鉄， 2価マ



(10) 第三種郵便物認可 農 業 と ホヂ
ρ>4 
寸 昭和47年 9月 1日

二L 二ご 二ご 守 二=ー二 -ーーー‘・b・・・‘・b・・・4・・・・・‘・ー・・・‘・ー・・・‘-.._....・b・・

易分解性有機物の

集積過程について

地力の給源としての

易分解性有機物

土壌中には必ず有機物が含まれています。

この土壌の有機物は土壌の物理I~I句，化学的，微

生物的諮性質を左右して，土壌の生成作用や11u!JiJ

の生育に， きわめて重要な役割を演じていますO

このような有機物の意義については， さきに本

誌 1月号 (1972年〉で指摘しましたO また，本号

の土壌有機物特集の中で、も触れられているものと

思います。

土壌中の有機物は，いろいろな種類の生きた微

生物，それらの死滅した遺体，および死滅した動

植物の遺体，さらに，これらの遺体に由来する有

機物からなっています。

すなわち土壌の有機物は，生きた動植物や微生

物と全く同様の組成をもった新鮮なものから，土

壌 1=1二Iで微生物によって分解され，変化したもの

や，土壌中ても新しく合成された有機物などから構

成されています。

これらの有機物は，土壌微生物によって次第に

分解され，最終的には水，炭酸ガス， アンモニ

ア，硝酸などの簡単な無機化合物に変化します。

しかし，ある 11寺聞の長さに限って考えると，土

壌有機物は，その全部が微生物によって分解され

るのではありませんO

たとえば，土壌有機物1=1ごIに含まれる植物養分と

して，最も重要な窒素についてみると，日本の耕

地土壌中にはIiiZ:土当り 0.1'__'0.8%，一般には 0.2

労前後の有機態窒素が含まれていますが，一回の

作付刈問中に土壌微生物によって分解され，有効

化してくる窒素(地力窒素〉は，その中のわずかに

1，__， 5%にすぎませんO

つまり，土壌有機物の大部分は一般に分解され

~m~\ ¥のですが，その一部は土壌が乾燥したり，地

九州大学農学部

甲 斐 秀昭

温が上昇したり，土壌のpHが変ったり，相1:やされ

たりすると，分解され易くなって，アンモニアや

炭酸ガスに変化しますO

このように，土壌条件の変化などが契機となっ

て分解が促進される土壌の有機物部分が，天然に

供給される植物養分(地力〉の給源です。この部分

をこ|二壌の易分解性有機物と私達は呼んでいます。

日本で，水|封切市やムギ類について行われた多数

の試験結果によると，作物に吸収された窒素のう

ち，見かけと，水稲では70---805ぢ，畑作では50%

程度が，この地力窒素に依存していることが分り

ます。(第 1表参照〉

第 1表作物の地、力依存度悦〉

作物

水稲

|注稲

ムギ矧

カリ

96 

註〉 数字は三要素区を 100としたときの各要素欠除区のJ収

量指数。全図的現地三要素試験成総の平均値。

易分fW性有機物は，動植物や微生物の遺体が，

土壊 1=1二Iで微生物によって分解され，化学的変化も

加わつて腐拙化して行く過程で

この易分角解平仰性i有機物は， こと壊中の有機質や無機

質のコロイドと複合体を形成して集積されるの

で，微生物による分解に対し安定化して土壌 1=1二'iこ

存在するが，前述のように何らかの物理的，化学

的作用をうけると，複合体の結合が解けるか，弱

まるか，解JJ参分散して，微生物により分解される

ようになると，一般に考えられています。

しかし，易分解性有機物が土壌中に集積される

過程や，易分解性有機物の本質については不明な

ことが多く，今後の研究が期待されますO したが

って，ここでは，易分解性有機物の集積と土壌の

環境要因との関係について，私どもの最近の研究

を中心lこ，いくつか述べてみたいと思います。
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易分解性有機物の集積と 第1図易分解性有機物の集積率*と有効態

土壌の環境要因 窒素含量，有機態炭素含量，CjN比

易分解性有機物の集積には，土壌のTA傾の違い

や温度，水公など，種々の環境要因が複雑に影響

していると忠われます。

このことは，土壌によってそれぞれその中に含

まれている有機物の質もi設も異なれば，それに由

来して発現する地力にも，大きな違いがあること

から分ります。

そこで私達は，まず過酸化水素で処理して，土

j.;I~ 11::1にもともと存在している有機物の大部分を除

いた各種の土壌や砂子作り，これに稲ワラ， レン

ゲなどの植物遺体，種々の微生物菌体や，ゼラチ

ンのような蛋白質を添加し，それらが分解される

過程で，土壌や砂の中に生成集積される易分解性

有機物の量を， 80
0
Cで乾燥した場合の乾土効果

として現われるアンモニア化成量，あるいは炭酸

ガス発生量で測って，易分解性有機物の集積率

と，土壌の理化学的諸性質との関係を調べまし

たO その結果は以下の通3りです。

i) 有効態窒素含量，有機態炭素含量，CjN比

易分解性有機物の集積に密接に関係している要

因として，微生物に有効な土壌中の窓素合量，有

機態炭素合量および C/N比があります。(第1図

参照〉

この図から次のことが考えられます。

土壌中lこ，微生物に有効な窒素や炭素が多いほ

ど，有機物の分解に伴って土壌中lこ新たに生成さ

れる易分解性有機物も多くなるということです。

このことは，易分解性有機物が，微生物による

有機物分解過程の初期産物，たとえば，微生物菌

休やその代謝産物に由来するものと，密接な関係

のあることを示唆しています。

ii) 粘土鉱物の種類と量

稲ワラのような， C/N比の大きい他物遺体が

分解する場合，アンモニアのような無機態窒素を

添加iしなければ，砂やカオリン系土壊のように塩

基置換容量の小さいこと壌の方が;易分解性有機物

の集積率は高く，モンモリン系土壌やアロフェン

系土壌のように，塩基置換容量の大きし 1土壌の方

が集積率は低くなります。

しかし，無機態窒素を添加しておくと，塩基置

r =0.742 

50 
有効態筑紫合量 (111ヲN/100 y土壌)

30 

nu 

n
U
 

r =0.774 

r =-0.682 

50 

添加l有機物の C/N比

0 

0.5 1.0 

有機態炭素含量(%)

。
nu 

l
 
n川
υ

nu 

nυ 

30 

30 

易
分
解
性
有
機
物
集
積
率
(
%
)

(*土i爽'1-'1こ集積した有機物の全長;中，易分解性fili分の占める割合〉

換容量の大きい粘土を合む土壌では，易分解性有

機物の集積率が高まるのに対-し，砂などでは集積

率はさほど高まらないか，逆に低くなることがあ

ります。(第2表〉

稲ワラの分解に伴なう易分解性有機

物の集積と土壌の粘土の種類

壌

モンモリン系

カ オ リ ン 系

アロフェン系

砂
J品、十リクゃニン

五!1分解明:有機物の柴積率(%)
扇 両 面 哀T玄研匝素

第 2表

土

また，粘土合量は，集積した易分解性有機物11::1

の窒素と炭素に対し，それぞれ異なった影響を及

ぼしますO

易分解性炭素の集積についてみますと，粘土合

量が10，._，40~ぢの範四ではモンモリン系，カオリン

系粘土の場合には，粘土合量の影響は認められま
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せんが，アロブェン系粘土では，粘j二合量の多い

土壌ほど，易分解性炭素の集積は最・率とも減少

します。

また，易分解性炭素の集積率は，一般にカオリ

ン系 ~1~i二l二が大きく，モンモリン系， アロブェン系

粘土のJlllilこ小さくなります。

なお，モンモリン系粘土では，粘土合量が10%

以下の範囲では，粘土合量の多いほど易分解性炭

素の集積も多くなります。

次に，易分解性窒素の集積についてみますと，

各粘土とも，粘土合量の増加とともに，その集積

率も増加します。

易分!日子|生窒素の集積は，一般にアロフェン系粘

土が最も大きく，モンモリン系，カオリン系粘土

の)IIs!に小さくなります。

これらの結果から，一般的にいえば，粘土の存

在は，易分解性有機物の集積にとって有利だろう

と思われます。(第 3表参照〉

第 3表 易分解性有機物の集積と

土壌の粘土含量

土壌の粘 土壌の粘土 易分解性炭素 易分解性室素
土の種類 含量(%) の集積率(%) の集積工卒~(%)

4 0 6.9 9.9 

2 0 6.9 1 O. 7 

モンモリン系 1 0 6.2 6. 1 

5 5.2 4.7 

1 3.6 2. 5 

4 0 9.6 4.8 

カオリン系 2 0 9.6 4.2 

1 0 8.4 4.0 

4 0 3.4 1 4. 1 

アロフェン系 2 0 5.4 9.5 

1 0 7.4 7.8 

J沙 。 3.5 3.6 

以上のように粘土が易分解性有機物の集積に及

iます jJ与~iP.~1 土，

(1) ニヒ壊の孔隙，通気，保水性などの物理[向性

質を左右する，

(2) pH緩衝能を増大する，

(3) 塩基や陰イオンを置換吸着して，土壌浴液

中のアンモニュウム，カリュウム， li13骸など

の浪ー度を支配する，

と ホヂ
戸且，

f 昭和47年 9月1日

(4 ) 有機物の分解に伴って生成される有害物質

を!吸着除去する，

(5) 有機・枯一土複合体を形成する，

などの作HJを迎して，影響を及ぼしていると

考えられます。

iii)土壌溶液中のアンモニュウムイオンの

濃度，およびアンモニュウムと硝酸の違い

二l:);1~浴液 11: 1 のアンモニュウム濃度が!Wlj\ 、場合に

は，有機態窒素の集積は多く，集積有機物の C/
N 比は小さくなるにもか』わらず，その!二十Iの易

分解性有機物の制合は減少します。また，そのよ

うな条件下では，集債した易分解性有機物の分解

も|担げられます。

したがって，二1:.壊11二Iにアンモニア態窒素が多い

場合には，士.壊1:1'の粘土は，生物遺体の分解と，

それに伴う易分解性有機物の集積によい影響を及

ぼしますが，そのような粘土の役割は，土壌捺液

中のアンモニア濃度を下げて，微生物の噌殖と活

性を助ける効果をもつものと考えられます。

(第 4表参照)

第 4表 易分解性有機物の集積と

アンモニア態窒素の濃度

窒(アN素mンg/のモ10濃ニ0gl土ア主壌態) 
集積有機物

易の分集(積%解率炭)素 素易分の(集%解積性)率安土壌
のC/N比

5 27.8 0.9 3.2 

モンモ 20 16.4 2.3 8.1 
リン系

60 11.0 2.6 13.0 

120 8.5 3.3 - 0.1 

。 30.8 1.5 。
20 19.6 1.0 0.4 

砂
60 14.8 0.5 一11.2

120 16.6 - 0.1 -18.1 

なお，同じ京素濃度でも，それがアンモニア態

でなく附般態のi易合には，アンモニアのような有

害作!日はいちじるしく軽減されます。

iv) 温度，水分

温度がl高まると有機物の介解が早まりますが，

それに応じて，易分解性有機物の集積率も高くな

ります。 400C以上になると，有機物の分解それ

I~[ 休は，促進される場合と抑制される場合とあり

ますが，易分解性有機物の集積は A般に低下しま

す。(第 5表参照〉
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第 5表 易分解性有機物の集積と温度

土壌の粘
土の種類

粘土の塩基置換容量 i易分解性有機物の集積率(%)
(me/100g粘土) I-j硫安無添加|硫安添1JII

65-83 

2 2 -3 3 

38-46 

ほとんど O

l.7 I 4.1-6.6 

5.4 I l.9-7.9 

2.3 I 5.1-8.8 

6.0 2.3 

また，有機物の分解は，土壌水分が最大容水量

の60%附近で最も盛んですが，易分解性有機物の

集積も，有機物分解の盛んな水分条件で、最も有利

です。(第 6表参照〉

第 6表 易分解性有機物の集積と土壌水分

土壌

モンモリン系

カオリン系

アロフェン系

砂

註〉 表'1'の数字は，易分解性有機物の集積率 (9，5)

v) 植物遺体の種類と量

13.2 

9.1 

10.8 

4.5 

植物遺体が分解されるのに伴って，土壌iニ1=1に易

分解性有機物が集積しますが，その集積量は，植

物の種類や量によって違います。

ゲンゲやクローパーのような窓素合量 (蛋白質

合量〉の高¥'¥マメ科の緑肥作物は，土壌中での分

解率は高く，直接的な肥料効果は大きいのですが

易分解性有機物の集積量は，稲ワラなどに比較す

るといちじるしく少なく，地力の増強という点で

は，稲ワラやヨモギなどの野草類に劣ると思われ

ます。(第 7表参照〉

緑肥の迎)+1が，かえって地力を減耗させること

があるといわれていますが，その原因については

緑肥rl=1あるいはその分解産物に多量に合まれてい

るキレート物質のため，土壌1'1:1の易分解性有機物

の分解が，促進されるためと考えられます。

なお，一般には土壌1:ICfに入る柄物遺体の[設が多

¥ '¥ほど，易分解性有機物の集積量は多くなります

また， リグニンやセルロース含量の高い植物遺体

の方が，易分解性有機物の集積に効果のあること

が認められます。

土;壌に稲ワラや堆厩H巴を述mしますと， ~J.壌の

有機物合訟はしだいに高まり，やがてその集積量

は上限に述し，それ以後は土壊の有機物合は高

まりませんO

易分解性有機物の集積量:にも同様に限界があり

ます。土壌の有機物集積量が限界に達した後は，

新しく J二壊に添加lされた有機物は，見かけ j二すべ

て分解されてしまうようになります。このような

現象は，実際の固場試験で、も認められています。

以上，土壌11こlで生物遺体が分解されるのに伴っ

て，易分解性有j院長物が集積する過程に影響を及ぼ

す，幾つかの環境要因について述べましたO

易分解性有機物の体質

さて，こ』で，地力の給iJJiiと考えられる易分解

性有機物の本質は，何かということになりますと

先にも述べましたように，今日なおほとんど分っ

ていませんO

ある人は微生物遺体がその一部だと考えていま

す。またある人は，動植物や微生物の遺体や，そ

の分解仁1=11'&1]産物に由来する蚕白質やペプチド，ア

ミノ酸などが，土壌中の粘土や腐植と結びついて

できた，組々の復合体であろうと考えています。

私どもは，現在，易分解性有機物の本質を明ら

かにする目的で，いろいろな面から実験を行って

いますが，たとえば，土壌!こ|二Iの易分解性有機物の

第8表 菌体細胞壁部分の添加による

土壌

モンモリン系

カオリン系

アロフェン系

砂' 

易分解性有機物の集積

3.5 

4.5 

2.5 

2.1 

第 7表 植物遺体の化学組成と易分解性有機物の集積 アミノ酸組成を訓べてみますと，その仁1I

には極々の微生物i笥体， とくにその細胞

をj蒋成しているアミノ酸と，アミノ11，lf

の存在比率の高いことが分りましt::..o

植物

ゲン ゲ

キ官ワラ

ヨモギ

易分解有機物
の集積量

分 I(mgC/100g土壌)

3 

45 

35 
そこで，t日l々の微生物の細胞監部分を

集めて土壌に加えてみますと，土壌1:1こIの
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第 2図 生物遺体の分解と易分解性有機物の集積過程の模式図

んO

しかし，それに粘土やリグニン

などが加わると，やはり易分解性

有機物の集積量が増加します。稲

りラや堆肥などの存在も，同様に

効果があります。

生物遺体が土壌中で分解され，

腐植化して行く過程について，こ

れまで Kononova女史や熊田教

授などにより，幾つかの模式図が

提出されています。

これらのj英式図に，上述の実験

結果を加味して考えますと，土壌

中で，動他物遺体が微生物により分解され腐植化

するのに伴って，一方で，地力の給源である易分

解性有機物が生成し集積して行く過程は，第2図

易分解性有機物含量が高まります。

また，その場合，粘土やリグニ

ン，フェノーノレ性化合物が共存し

ますと，その易分解性有機物の集

積量は， さらにし 1ちじるしく増力口

します。(第8表参照〉

また，微生物菌体の原形質部分

は，蛋白質含量は高いのですが，

それだけでは，土壌に加えても，

易分解性有機物含量は高まりませ

注〉 太枠で間んだものは易分解性有機物の主な給源

のように推察されます。

この模式図中に示された詰過程の詳細は，今後

の研究により明らかにされることでじよう。
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土壌有機物の意義と評価

一ーさ訟やかな栽培体験をとおして一一

水稲作について

かつて私は栃木県農業試験場で，農林省指定試

験の水稲に対する有機物の効果に関する試験に従

事したO 当時，試験開始後すでに10年以上を経過

していたにもか』わらず，化学肥料を併用した場

合の堆肥の効果は一向にあらわれず，当時かけ出

しの私は，水稲に対して堆肥はきかないものとい

うような先入観をうえつけられてしまったO

それからずっと後年になって，こんどは広島県

農業試験場で，農林省の助成事業として全国的に

す弘められた施肥改善合理化事業を分担したO

この事業は，水田の土壌調査と併行して肥料の

現地試験がおこなわれ，この現地試験の設計lこは

堆肥区と無堆肥が組みこまれており，水稲に対す

る土41:.肥の効果が判定できる仕組みになっていたO

数多くの現地試験を遂行することは，たいへん

骨のおれる仕事であったが，この成績でも，堆肥

の効果が明瞭にあらわれたものは皆無に近く，当

時，堆肥増産をす』めていた手前，現地の農家に

この成績を説明するのに当惑したことを記憶して

し、る。

ちょうどその頃，農林省の指定試験の検討

会議の)市とで，水稲に対して堆肥が必要であ

るか否かのフリートーキングがおこなわれ，

大方の意見は堆肥不要論にかたむいたO 今か

ら15年ほど前のことで，当時の技術者の内心

をのぞかせるものとして興味がふかい。

その頃，堆肥必要論の支えとなっていたも

のに，当時流行した，水稲の多収穫競技会に

おける堆肥の使われ方をあげることができ

るO

この種コンクーノレの上位入賞田には，例外

なく多量の堆肥が投入されていたO 理くつは

ともかく，多収田に堆肥が多投されている以上，

堆肥の効果を否定できないというような表現が，

全農農業技術センター

i酉 正 京佐匂

よく J'I'l~ ¥られたO

考えてみると，無堆肥という比較対照を欠くこ

の事例で，たまたま堆肥が使用されていることを

あげつらうことには，すこし|拘(まと〉はずれの

ように思えるが，周到な水管理によって，考えら

れる堆肥のマイナス効果を極力回避しようとす

る，多収回における1ft肥の効果を否定する気には

なれなし、。

さて，私自身の堆肥の効果に対する結論をのべ

ねばならなし、。

私は広島県農業試験場で，農林省指定試験の水

稲に対する燐酸肥料φ 効果に関する試験を，永年

にわたって担当したO

この試験では，堆肥施用の系列と無堆肥の系列

が設けられていたが，昭和 5年に試験が開始され

てから，昭和32年まで， 26年間の玄米収量を，直

交多項式によって統計処理した結果は，第 1図に

示すように，堆肥連用による地力維持効果はきわ

めて明瞭で，このような連用効果は，北は青森県

農業試験場，南は熊本県農業試験場の成績でも明

らかにされている。

第 1図 燐酸試験田における堆肥の連用効果(広島農試〉
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試験経過年数

総肥量;チッソ多量.'1"量，少量それぞれ1.5， 1. 125， O. 75kg! a 

リンサン，カリは各区とも O.75kg/ a 

t削巴は表作水稲，裏作ムギともに 75kg/a 

この試験田では，堆肥施用の有無は，存I~足(は

だし〉で田岡lこはし、ると，足の裏の感触だけでた
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やすく判別できたO

1!W :1:f1~肥区ではザラザラした砂の感触であるのに

対して， :1:ft肥区はヌラ.ヌラとすべるような感触で

ある。 I~I に見えないような藻類の繁殖によるもの

であろう。前者を木綿にたとえるなら，後者はビ

ロードと 11手ぶにふさわしかっ t::.o

らかごろ，人手不足や機械化作業がす h むにつ

れて稲ワラの焼却がおこなわれ，一部の地方で

は棚引く煙による公害問題さえおこりつうあると

いわれるが，それよりも ， I~I には見えないような

速度で進行するであろう，地力低下が懸念されて

ならな¥¥0 

畑作について

水稲に対する堆肥の効果に多少とも疑念をいだ

く人でも，畑作に対しては，寛容な態度を示され

る場合が多いようである。，

私は現在の職場にうつってから，水稲よりもや

さいの試験に従事する方が多くなり，その間，堆

肥その他有機物の効果について多少の体験をする

ことができたO その一例として， 3年間 6作にわ

たって述用した堆肥の効果についての成績を第 1

表lこ示す。

このデータからは，堆肥の効果を速l折できない

が，第 3作以降では堆肥施用の面白がどうやら保

たれている感じで，顕著な効果を期待するには，

もうすこし年月を要するように思われる O

第1表やさいに対する堆肥の肥効位決農業技術センター〉

107 

注;無堆肥区を100としたJft肥区の収益指数

有機物の効果が畑作で高く評価される理由とし

て，次のような事項が指摘できる O

有機物のもつ土壌物理性の改善効果

土壌反応に対-する緩衝能の増大と，塩基の供給

畑作で欠乏しやすい微量要素の供給効果

さらには，マルチ的効果や，施設園芸における

炭酸ガス効果まで言及される場合もあり，これら

の効果は，酸化分解が主流となって進行する畑作

では，水田のような有機物施用によるマイナス効

果の少ないこと」相まって，ますます高く評価さ

れるゆえんであろう。

これらのうち， とくに土壊物理性の改善効果は

最も重視されねばならなし、。有機物による土壌国

粒形成の機構については，主として土壌微生物と

の関連で説明され， 71了くは粘土による微生物の吸

着}J~象から，微生物とくにカビの菌糸による土壌

粒子の機械的結合や，微生物の分泌するポリサッ

カライドのような物質による，土壌粒子の按着集

合などがあげられ，有機物自体の効果よりも，土

壌中における分解過程こそ重要であるとされる。

このような意味では， リグ、、ニン化された木材系

の廃棄物や泥炭系のものは効果が低いとされ，完

熟iW肥よりも未熟堆肥，さらには原料ワラの方が

効果的であるとされる。

わが国のやさい栽培には，生ワラ使)二目のいわゆ

るこI~'. 1:1叫111巴の慣行がおこなわれ，平塚市近郊のイ

チゴ栽培では，細Ij~T された生ワラが好んで使用さ

れ， jiE-家は透水性をよくするためと称しているO

農家の段階では，細かく切られたワラが，土壌

中に点在することによる，機械的な透水を考慮し

ているようであるが，微生物分解によるl'itl粒形成

効果の方が，大きいのではあるまいか。

なお， イチゴの場合，マルチによる追肥の困雌

性から，生ワラによるチッソの有機化を意義づけ

るむきもあるが，私たちがおこなった実験では，

第 2表に示すように，いくらかの期待がよせられ

よう。

第 2表有機物併用による併用無機

Nの消長(全般農業技術センター〉

5j凶

21. 7 

21.9 

22，9 

条件・乾土1009当り， TfrE安N201l1g，J:fUJ巴1，OOOmg，
生ワラ 500mg，水分 50%，250C， pH6.0 

|立|粒形成を目的とする有機資材としては，易分

!枠組:有機物の含量が忘れ、ものほど速効的で，かっ

形成効果も大きいとされ，よく砂糖や緑肥粉末な

どが引合いにだされるが，わが国で古くから使用

されている油粕や，魚粕などの有機質肥料による

効果も，見のがすわけにいかなL、。

もともと，これら粕類は，安全で緩効的なチッ
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ソ肥料としづ認識で珍重されている面が多いよう

であるが，やさいに関する限り，そのような認識

は正しいものであろうか。

第 2図 なたね粕の施用量と土壌の団粒，透水性
(全農農業技術センター〕

60 

回

粒
40 

以
上
二 20
/0 /イ，..~-~~ )霊水系数

九一ーー一一グ/_.-戸-
c・

L_一一一一一L一一一一一L一一一一---'-一一一
5 10 20 40 

なたねMIN(mg/100g土壌)

条件:全層混合施)J巴，水分4596，250C， 3週間

メロン， ピーマン， イチゴ，セルリーなど多量

の有機質肥料が投与される作物では，障害性を回

避するために，施肥後2，3週間を経過してから

定植されるのが常識である。私たちの実験では，

この聞に分解すべきチッソの 7，8制はすでに無

i幾化してしまっている。

高価で緩効的な;有機チッソを無機チッソにかえ

て使用していることになり，無機化率の低いこと

と相まって，単なるチッソ肥料としてみる限り，

高く評価できなし、。

80 

と ホヂ 第三種郵便物認可 (17) 学

-・v・・・4・ー・・・-晴晴命4・.，_ー‘・ー-ー‘・b・・・‘・ー・・・4ニーー コ工ーー二コエてこ守司Fコ..・ ーーャー -

10 

一方，これら粕類の土壌団粒形成効果と，これ

に伴う透水性の増大効果は，第2図に示すように

顕著なものがあり，これら有機質肥料を，微生物

リこ与える炭素源として評価する方が， より妥

当性があるように考えられる。

粕類のような有機質肥料の団粒形成効果

は， しばしば堆肥と対比されるが，すでにの

べたように，粕類の場合にはきわめて速効的

で，通常10日程度で最高に達すること，およ

び施用量にもよるが，その形成効果の大きい

ことで，自ら区別されるべきものと考えられ

透
水

8 系
数

6 智
1':ノ
10→ 

4 セ
ン
チ

る。

先般，全農i主主催で，有機質肥料をどのよ

うに考えるべきかについての検討会がおこな

われ，多くの学者や技術者から貴重な意見が

のべられたが，会議も終りに近くなって，園

芸試験場の佐藤場長が，たいへん謙鹿な態度で意

見をのべられたO

それはデスクで思案されたものでなく，同氏の

永年にわたる栽培体験からの実感としてうけとら

れ，私は強L、共感をおぼえt::_o

その言葉を記して本稿のむすびとしたし 10

「私は一介の百姓にすぎないから，むずかしい

理くつはわからなし 1。しかし有機物を与えないで

無機肥料ばかりで栽培すると，土がしまって駄目

になる。」
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土壌有機物代替資材と

その施用について

iftJ既肥の施用が地力の維持増進に効果があり，

作物の生育収量あるいは品質の向 tに役立つもの

であるということは，古くからよく知られている

ところであるO

ift}既肥を積極的に施用しなければ，いいものが

とれないということはわかっていても，最近の農

家経営の中では，堆厩肥の生産が行われにくし 1の

が現実である O

私たちが野菜の生産団地について，その肥培管

理状態のさき取りをして見て感ずることは，これ

だけの産地を作りながら， i1主厩肥事{は野菜の苗床

にはかなり施):目されているのに，本闘にはその施

用量がきわめて少ないということである。

問題は堆厩肥を作る手聞がないということであ

ろう。手間がないから堆厩肥を施さない，いかに

も現代的な割り切りかたであるが，果してこうい

う状態を長く続けていいものであろうか。

ift肥が作物の収量や品質の向上のために欠かせ

ないものであれば， これを他の代替1)品!日日日fl[吊1日Iで

の経経.賀費~Iは土作物のよ哨増目白I収分の lドヰ:1千1=二I治か、ら支支.出するよ うに

しι，大事な地力のi酒函養をおろそカか、にしない一とい

う考考，えかたがでで、きないものでで、あろうかO

また，こうした考えかたで地力の培養をはかっ

ていかないと，いかにいい肥料や農薬が出て来て

も，そういう産地は，昔ながらの勺在地は移動す

る"のたとえの 1:1二iに，埋もれてしまうのではない

だろうか。

J:ft厩肥の代替有機物資材としては，パーク土佐肥，

コンポスト，オガj青ヰji!J巴，汚泥，ニトロフミン酸

塩など数多くの資材が出

静岡県農業試験場

河 森武

て，その施用法なり効果なりの概要を1:1=1し述べ，

大方のご参考に供したいと思う。

1. パーク堆肥の効果とその使い方

前述したように，堆厩肥が作られなくなって地

力の消耗が大きくなることを心配し，安価に入手

でき， しかも，稲わら1ft肥と同等以上の効果が則

待できる資材の検iiすを行ってきたが，本県におい

て生産量が多く，望めばいつでも入手できるパー

ク堆肥について，その施刑法と効果について述べ

てみよう。

1ft厩肥類の施)+J効果については，本誌で別の先

生方から詳細な解説がなされるはずであるが，ま

ず土i衰の物理的な性質，たとえば透水性，通気

性，保水力，土J~~の硬さなどについて稲わら堆肥

と同等以上の効果が見られている。

土壌の化学的性質についても，たとえばパーク

堆肥の 1=1=1に含まれるチッソが，じわじわ効いてく

る緩効的なチッソ供給の効果で、あるとか，火山灰

士h壌のように土壌の燐阪固定力が強い場合に，施

用した燐酸肥料を，有効態の形で保つ効果がある

とかについても，稲わらj柁肥と同等以上の効果が

見られている O これらの具体的数値については第

l表に掲げた。

第 l表の数値は，有機物の施用が土壌におよぼ

す効果のすべてを云いあらわしているものではな

いが，すくなくとも土壌の理化学性の改善に役立

つものであり，また，パーク堆肥は，稲わら堆肥

に比べて見劣りがしなし 1ばかりか，むしろすぐれ

た性質を持っていると見ることができょう。

第 1表土壌の理化学性の比較

てくる。ここでこれらの

すべてについて書くこと

は到底できないので，私

たちのところで手がけて

来たパーク堆肥につい

処理

無施用

稲わら jjg肥

パーク JI:t肥

0.8 

1.1 

4.8 

(注〕 土壌の物理性については，安倍川沖約土壌，化学性については宮士火山灰土擦の測定値である
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このように，土壌の理化学性を改善するすぐれ

た性質を持っているものでも，それが作物に対す

る増収なり品質向上にすぐに結びつくというもの

ではなし作物に対する施用効果はp 土壌の条

件，作物の種類，施肥量，パーグ堆肥の施用量な

どで~~~なるものであることはし 1 うまでもなし 10

一般に地力の低い土壌では，有機物施)=目の効果

が大きく出るものであり，また施設栽培よりも露

地栽培のほうが増収効果が出やすく，多肥栽培の

場合は有機物の施用量が多くないと，その効果が

見えにくいといわれている。

したがって近年栽培而積が増大している施設栽

培においては，露地栽培よりも施用量を増してや

らないと，期待するような効果は出にくいものと

忠われるO

第 2表 抑制きゅうりの収量(1区10株当り本数〉

処 理

無施

パーク1住肥 2トン

3トン

第 3表抑制トマトの収量 (1区20株当り kg)

処

稲わらJftlJE3トン

処 下物迎l

無 方自 !日

ノくーク j住11巴2トン

6トン

処理

0.22 

0.22 

0.15 

下物

無施 j日

ノ〈ーク JMJ~ 2トン

6トン

と むヂ
戸且.
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それでは，実際にパーク堆肥を使う場合には，

どの程度の量をどういうように施すか，いくつか

の例をご紹介しよう。

第 2-----6表は，パーク堆肥の施用量について行

った試験の)j~績である。

これらの試験で、は，パーク堆肥は全面施WJして

鋤き込んでいるが，パーク堆肥の施用量が多いほ

ど，収量:が止問加する傾向が認められている。

しかし 1作だけの効果についていえば，その経

済的な施HJ長は10アール当り 2トンと考えてよい

ものと思う。

ただ，地力の維持増進としづ立場で見ると，関

東以西のいわゆる暖地では，年間の1(1リ1][I_¥jjむm量が

10アーノレ当り 2トン以下では， その目的を果すこ

とがむずかしいといわれているので，積極的な地

力の増進という点からは， 1作目の経済性は或る

程度無視しでも，これ以上の量を施すことが有効

であるかもしれなし 10

きゅうり， トマト，いちごなどの移植する作物

に対して，こかぶ，ほうれん草のように直掃する

作物は，その発芽の良否が，その後の生育や収量

を大きく左右するO

ある。

第 11玄|は稲わらとパーク堆肥の効果が，ラッソ

173 

158 

273 

の施用量で違うことを示したものであり，第 8表

はパークj住肥を10アーノレ当り 2トン施ri=Jした場合

の， トマトの時期別収量J七について示したもので

ある。

ノtークl1f肥の施川量によっては，とくに冬作物

では，元肥のチッソの施Ylj量を若干多目にするこ

とが必要になる場合が多い。

早期の出荷量が経済的に問題になるような場合

には，生育初期]の生長を促すように，元肥のチッ
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ソの施用量には充分な配慮がほしいものである O

第 7表はノミークi1i肥を全面施PI=Jして釦UJき込んだ

第 1図 チッソ施用量と堆肥の効果
第 7表 パーク堆肥の施用法と収量

くこかぶ 5m2当り，ほうれん草10a当り〉

| こ か ぶ |はうれんそう

処 理町五王子-i語--1m石市τ
パ;{?肥全i耐用川5.0コ 993 g I 100 1.89 100 

播溝型JfJ 竺 26一川町 85 

望日
チチ
、>' ';J 

ソ ソ
多少
JI巴 JI巴

2.3 1.0 
kg kg 
イ/
" a 

4 

捕1:YI潜施用の場合には，施された部分について

は，単位面積当りの施用量はきわめて多量.になる

ので，分解産物による根の障害，チッソ飢餓など

とともに，場合によっては下層から毛管水の移動

を妨げて，乾燥害を与えることもあるO

~H寺に多量のパーク堆肥を施す場合には，全面

施用して鋤き込み，土壌とよく混和するように

し，この状態でしばらくの別問をおいてから，作

付けするような|配慮が必要である。

ノミ

ク
J!i( 
JJ巴

稲
わ
ら
堆
肥

生茶収量に対するパーク堆肥の効果

(10a当りトン〉

第 8表

処

』自金正

ノ{-;7JfU1E3トン

なお，茶樹に対する効果については第 8表に示

し1::'0

茶樹に対しては 9月上・1:[こl句の秋肥を施すH寺則

に， 10アール当り 2'"'-'3トンを施fFlし，秋の深刻:

をかねて土壌によく鋤き込むようにするか，春-

秋の 2回に分けて施用するようにする O ヰu橘につ

いては，春肥施j羽前の 1月から 2月号{にかけてが

施用の適期である。

また，やさいの育苗床に対する施)二IJ量は， )末二上

の容積の20'"'-'50%がよいとされている。

円

Uロ
凡
小
の
収
初
予
定
八
川

パーク堆肥の施用によるト

マトの時期別収穫比率

第 2図

来大総収量
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土壌有機物代替資材とその施用

有機物の施r日は水田・畑地いずれの土壌にあっ

ても必要であり，その効果は顕著である。特に基

盤整備実施|置|場や開畑地にあっては，熟畑化の実

際的手段として疑いないところで，基幹技術とな

っている。その資材としては堆厩肥が代表的なも

のであるが，その施用の実態は年々減少の傾向が

みられるO これは，労力の流出によって一層拍車

がか』っている。

農家にしてみれば，生産に必要な労力をはぶ

き，散布労力を省力化することができる資源を開

発し，確保することが肝要であるO

堆厩肥に替るべき有機資材には如何なるものが

あるだろうか。

農家の生産体系の中で見出されるものには各種

の残法物(ワラ、麦梓〉はその効果，施用上の注意、

等は大体各県の試験場によって明になっている

い飼料作物の栽培によること壌還元については，

これも各県の試験場にあって研究され， 11百末羽和[日]氾2幻7年

""""3幻1年には農

肥，厩肥，禾本不4・3求肥，宣科緑肥連用によってそ

の効果を明にしている O なお愛知県農業試験場豊

橋分場にあっては牧草切換による地力増強と生産

力について，その試験成績を公表しているなど，

かなり参考になるデーターには事欠かないところ

であろう。

人口の都市集中によって都市廃棄物が増加する

ことは論を待たないが，公害問題との関連におい

て，この物の処理は極めて重要な問題であるO

現時点において各地都市では塵芥はコンポスト

とし，下水処理

愛知県経済連農産部技術主管

A 
寸 I

 
I
 

'
B
E
S
/〆

正

る。現在は極く一部しか利用されているに過ぎな

し1実状である。これが適当に処理され，その施J:目
法が明になれば，極めて優れた有機物資材となろ

うことは論を待たなし、。正に一石二鳥の効果があ

り，その意義は大きし、。

豊橋市についてはコンポスト生産とともに，下

水汚泥を農業的に利用すべく乾燥，粉砕して衛生

的にも安全で，利用し易い形に加工し，これをJJra

価に払下げて見事に処理問題を解決している O こ

の両者について豊橋経営実験農場在勤中取扱った

施用法について記述し，識者のご高見を得たし 10

1. 組成

豊橋市のコンポスト，汚泥について高精技|却の

分析によれば第 1表の通りである O

2. 施用量，施用法

有機物を必要とする洪積層の基盤造成畑地にお

いて検討した高橋技師の成績は第2表の通りであ

るO 試験の内容は毎作 0.2t/a施用する処理区を

基準として，毎年 0.4t ，隔年 0.8t， 4年分

1. 6 t を一挙に施用する処理を設け，汚泥， コン

ポストを別々に比較し t::..o その成積によれば

(1) 当初に施用したものの効果および残効は，施

用量の多いものほど大きい， (2) 当初に施用した

ものの効果が大きくあらわれ， また残効として

も，施用時の新しいものの多い方が大きいという

2点に集約される。

以上の結果から地力増強的には，大きな効果が

期待できることが判明したO 然し供試した作物は

41年の夏作を除き，殆んどが地上部を収穫するも

第 1表豊橋市のコンポスト，汚泥の分析
場の汚泥は，天

日乾:燥品，消化

脱水ケーキとし

て農家への還元

が考えられてい

コンポスト

:l:lt 

C/N 
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第 2表 基盤造成畑地に対する有機物施用試験
(1制高経営実験農場 40~43年〉

~処一~一理I!一一一 ー一一王一!三一一次 40年夏 40::1三冬 41iド1k[ 41年冬 42年夏 42年冬 43年夏

卸: ヰf 機 ヰゐ
624kg 28_6kg 65 _2kg 30.2kg 64.7kg 

100 100 I 100 100 100 100 100 

コンポスト 勾: イ午 200kg/a 126 125 132 111 131 127 144 

11 毎年 400 11 139 125 148 107 130 135 138 

11 2年毎 800 11 129 132 128 112 118 137 146 

11 一挙1，600 11 156 146 160 121 133 133 131 

汚 泥毎作 200kg/a 102 150 158 117 120 130 141 

11 毎年 400 11 146 127 156 113 137 138 134 

11 2年勾 800 11 151 125 133 114 128 143 127 

11 一 挙1，60011 169 152 154 124 135 127 119 

:tlfi )J~一挙 1 ， 600 11 168 142 152 117 120 128 114 

注:瓦作はソルゴー，生l'fi.琵:(41年のみーかんしょ)，冬fl:t土線変子実重 (40年のみ小麦) ，指数で示す

のばかりなので，根菜類を供試した場合には如何

なる影響を及すであろうかとの疑問があったし，

経営的に有利な作物を撰択する可能性もあるの

で，このことについて検討する必要から，人参を

供試してその効果をみt=o
(1) 試験の方法

供試問場実験農場 G2匝!場

供試作物第 1作 ニ ン ジ ン

1番種;1m4月 5日 0.3L/10a 

播種68cmx 15cm 2条

施肥量全区均一施肥量である(勾ja)

収量調査 7月21日

|基肥(追肥1四月肥2回| 計

窒素! 1. 0 I o. 5 I 0 .5 I 2. 0 

燐酸1.0 O. 5 I - I 1. 5 

加 里 1.0 0.5 I 0.5 I 2.0 

(2) 試験の結果

以とのように生育(草丈)では汚泥，コンポスト

共に施用量の多いほど大きく，根重にあっても同

様な傾向がみら.れるが，汚

泥よりもコンポストの方が

優れていることがわかる。

等級別にみれば，コンポ

ストの場合はL，M級が多

く，汚泥の場合は S級に多

く分;(fiしている O 上根歩合

と全く同様な傾向であるO

屑根調査の結果は第4表、

の通りであって，有機物大

量投入区は奇形j伎の発生比

率が極めて高く，コンポス

ト16t区は無処理区の16倍

に達したO 汚泥 4t以上のものは¥¥ずれも 4-12

倍の範囲を I~i めたO

この傾向とは反対に腐敗根の発生率は大量投入

区ほど減少し，明確な逆傾向を示したO

これは土壌微生物の生棲密度の変化，拍杭現象

等によるものと考えられ，病害発生頻度に対し微

妙な影響をもたらした結果といえよう。

以上の 2点は有機物大量投入の場合，ニンジン

のような地下部利用作物の品質，形状に対する影

響のあらわれとして特異的なものである。このこ

とから土壌の改良は，一時多量投入が効果的であ

るのに対して，作物の種類により，方法を考慮す

る必要を示すものであるO

たまたま開拓地において第一作物が品質，形状

において問題になることがあるのも，ごのような

事情がもたらすものであろうと推察される O

(3) 第 2 作目。この場合は高橋技 1~:Tiîの成績もあ

り，子実を収穫する小麦について試験を行った

が，これに先がけて土壌を採集し，施用量の多少

第 3表生育，収量調査成績(勾ja)

コミ者
恨重I 比 上 中艮 t根 |司

月日 L M S 
7 27 I kg kg % 100gく 60-100g 40-60g 歩合 上七

1.無 処 理Ii 24.0 191.4 132.7 100 11.2 23.2 32.7 67.1 51 100 

2.汚 泥 2t 43.9 177.0 130.3 98 '1.4 22.5 32.6 59.4 46 89 

3. 11 4 t 43.7 183.6 136.0 102 6.2 21.6 37.0 64.7 48 97 

4 11 8 t 47.6 217.1 144.4 109 4.4 40.0 39.4 82.8 57 123 

5 11 16 t 50.0 225.9 145.2 109 13.5 41.1 28.3 82.8 57 123 

6.コンポスト 2t 49.3 250.9 187.2 141 29.3 53. '7 49.4 132.5 198 

7. 11 16 t 51. 3 263.7 179.5 135 17.4 51. 0 46.9 l山 6'1l172

8.天日汚泥 4t 44.9 188.8 170.6 129 6.4 55.9 22.0 34.3 I 49 I 125 
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第 4表屑根調査成績は区平均木la)
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収量調査の結果は第 7表の通りであっ

たO

この試験は発芽むらと生育の不均ーが

原因で，区間の変動が大きく，収量:に対

する効果はみられなかっ t::_o

汚泥16t ，堆肥16t (第 1年目)のよう

に，多量施用区はl岐根歩合が極めて高

く，外皮に褐色斑点を生じたりして，品

質に対して逆効果をもたらし t::_o

コンポスト 2t区は外観上最も良質な山ごぼう

が得られたO コンポスト 16t区も，良質で大量投

入の影響はみられなかったO このことから資材の

極#j:Iの撰択が痛感される O

(5) コンポストを温室の床上として利用 従来

温室床土の作成，取替には多大の労力を要し，良

質な床土入手は容易で、なし、。

古くから良質メロン生産地として知られる静岡

県磐田，袋井地方は，その背景として高度の技術

開発とともに，地域内に生産に適する豊富な水田

土壌が存在することも，見逃すことのできないこ

とである。

これに反して渥美地方は水田が少なく，新しい

山土が使用されている。山土は痔はくな酸性土壌

で通気，排水，保水力等理化学性がメロンの栽培

に不適当な場合が多いので，次のような利点を予

第 6表 収量調査成績 (a当り 2区平均値)

~lE1川41|4l叩4O∞O|13犯8空7 間 比 腐 敗
li司比

1.無処理 2J 100 1 387 1 100 1 292 100 

2.汚 泥 2t 12 50 280 72 155 53 

3. 11 4 t 90 379 375 97 149 51 

4. 11 8 t 179 746 220 57 23 

5. 11 16 t 298 1，242 232 60 。
6.コンポスト 2t 232 967 84 22 12 4 

7. 11 16 t 381 1，580 48 12 54 18 

8.天日汚 iJE4 t 107 446 405 105 107 37 

~5 表 第 1作跡の土壌ま査成績

~旦E (Hp。IOf) Yl ii灰世mJ免glれ100g 一九::;liq:mJ免g/f1l0:0g 

1.無 処 理[' 5.63 4.1 79.1 28.0 

2.汚 iJE 2 t 5.84 1.6 98.0 34.0 

3. 11 4 t 6.06 0.8 115.2 32.8 

4. 11 8 t 6.19 0.5 134.1 31.0 

5. 11 16 t 6.55 0.4 169.8 26.2 

6.コンポスト 2t 6.30 0.4 133.0 30.5 

7. 11 16 t 6.95 0.2 194.0 26.5 

8.天日汚 iJE4 t 5.95 1.2 10l. 5 31.0 

がpH，置換性塩基に如何なる影響をあたえたかに

ついては第 5表の通りであるO

小麦については次の設計により実施した成績は

第 6表の通りであって，従来の通念と何等変るも

のではなかったO

この結果からすればpH，Yl'石灰(置換性〉につ

いては 9投入量に比例して土壌酸度の矯正，置換性

石灰の増加がみられたが，置換性苦土に

ついては一定の傾向はみられなかったO

第 2作小麦の施肥設計は基肥として717

土石灰 10.Okg/ a ，硫加~~f安 264号5.5仰

を施して，穂肥(幼穂形成期〉にNK化成

4号を 2.Okg/ aを施用したO

(4) 第 3作目は第 1作同様の根菜類を撰

択し，なお最も品質を重要視する山ごぼ

うを供試，標準に堆肥区を設けて行った

概要は次の通りである。

播種期 9月 5日搭 種量o.3kg/ a 

栽柏密度畦巾60cm 高II~Ë条播

施肥量

基肥苦土石灰 10kg/a， 硫加燐

安264 3kg/a， 

追肥 NK化成 4号 4. 4kg/ a， 

9月26日， 10月18日の 2@]分

施した。

~旦E 友;f'rm*，1;変重 同比 f重 g 同比 千粒:mg向上じ

1.無 処 Ji1[ 35.6 32.1 100 727.1 100 33.6 100 

2.汚 iJE 2 t 40.5 38.3 119 736.4 101 35.5 106 

3. 11 4 t 32.1 34.3 107 736.7 101 35.1 104 

4. 11 8 t 30.4 34.4 107 729.2 102 36.6 109 

5. 11 16 t 41. 3 40.8 127 741.4 102 36.9 110 

6.コンポスト 2t 37.6 36.7 114 737.3 102 36.7 110 

'1. 11 16 t 38.0 35.2 110 739.6 102 36.9 110 

8.天日汚泥 4t 35.1 32.3 100 745.0 102 35.8 107 

第 7表 収量調査結果(a当り kg2区ヰ均)

ι?」l」全主 業:ill 組重
1長 重; |可1:[:

大 比率

1.無 処 正Ij[ 40.4 10.3 30.1 6.1 15.4 5.5 27.0 100 

2.汚 iJ~ 2 t 54.1 15.2 38.9 6.7 21. 5 6.0 '34.3 127 

3. /1 4 t 48.6 12.5 36.0 7.3 17.8 6.4 3l. 5 117 

4. 11 8 t 60.9 16.7 44.2 4.5 24.4 10.2 39.1 145 

5. 11 8 t 57.0 17.5 39.3 6.5 21. 5 5. ] 33，0 122 

6.コンポスト 2t 44.3 12.4 3l. 9 9.8 15.9 3.8 29.4 109 

7. 11 16 t 50.0 14.7 35.2 4.8 17.9 8.4 31.1 115 

8.天日i'fjiJt_ 4 t 66.9 18.1 48.7 17.9 21. 9 4.8 44.6 165 

9 . J [f~ JJ巴2t 48.5 13.5 35.1 7.5 20.6 4.2 32.3 119 

10. 11 16 t 67.8 22.7 45.4 10.9 21.1 4.3 I 36.3 134 
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怨して，コンポストを床土に取とげ使用した。

(1) 軽くて取扱えが容易

(2) 通気性，保水性，排水などの物理性良好

(3) 塩類集積の害が軽減される

(4) コンポスト自体に含まれる肥料成分が利):目

される

(5) 製造過程で高温処理されるので，当初病害

虫の心配が少ない

以上のことから果菜類(メロン〉について施肥

量，水田土壌との混合率などについて検討したの

で，その結果について報告したし、

育苗は室内でれき ~JI:育苗で行ったものを定植し

t::..o 肥料は 91m2 N40.0g， P40.09 K40.0 

gを施し，追肥は液肥を使用する計画であったが

中止しt::..o

定1:直後活着良好で，当初は葉色やや淡く!順調に

経過したO 交配期間中の 6月8日頃から気温の上

昇とともに肥効が急激にあらわれ，葉色濃緑とな

り，全般に過繁茂の状態を呈したO

第 81liijー11節における雌花の着生率は高くほぼ

80%で，受精率も909ぢ以上の高率であった。

巴結果1l!ij位は 9節目が最も多く，果実やや早目に

メLくtclり，ネットの発現も幾分早く，交配後12日

頃一次ネットが発生した

たが，生育に影響するようなものではなかった

が，キャンカーが激発して105ぢ内外の株は枯死に

頻しt::..o なお水田土嬢とコンポストの配合割合に

ついて行った結果は(第 8表)の通りであっ t::..o

配合が50%以下では草丈の伸長が抑制され，茎

葉重の減少が認められt::..o

水田土壌単独の場合は初期生育が著るしく抑制

されたO 雌花着生率は75%区が高かったO

蔓割病の発生は水凹土壌単独区最高で， コンポ

スト併用区が低率であったO 果実類は大差なく，

ネットの発生は生育のおくれた水田土壌区が最も

悪く 25%， 100必区は良好で大差は認められなか

ったO

糖度についても25%，505ぢが高かったO

以上のことからコンポストを配合することが，

単独よりも取扱いの而，作物生育の面からも良好

であると云える。

以上の試作成績は完全とは云えないが，一つの

方向を示したものとして価値があると思われる。

汚泥についても果樹に多く利用されているが，

好評であることを考えれば，都市廃棄物のj剖寸還

元が生産力の増強に役立つことは喜ばしいことで

あると思う。

第 8表調査成績

従って果実の肥大も緩

漫で，平均果実は 8319 

に過ぎなかったO 糖度は

135ぢ余で普通ではないか

と考えられたO

¥k¥-il(I¥明ヨJ|iル/:: I'J' Wid jlt甜本
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健全 果実 i調査

相ミ ヰ壬
手印ij 果f立iii-i-E ヂ1)主王ー 陪 J支 ネット( 16tA，，) 

24 860 76.8 11 9.1 854 12.6 4.1 

" 75% 1 164 22.8 820 90.8 9 9.2 856 12.9 3.6 

" 50% 1 154 22.6 745 72.0 8 9.6 931 病害虫としてアブラム

シ，ウドン粉病が発生し

附l
" 25% 1 154 22.5 764 73.3 12 13.0 I 4.0 

" 0% I 137 22.2 735 70.5 2 10.7 I 844 12.3 I 2.8 

鴻¥

化学とその可能性 。それにも限界がある・ーいや，そうではなくて，すべて

を化学的に割り切ろうとするのは行き過ぎではないか。今度の特集号を編集

していて，そんな感じがしました。

この頃，土壌有機物の問題が，それこそじわじわとにじみ出して来ていることも，

した背景がないと云えないような気がします。

古くて，常に新しい問題，それがここにあります。 (K生〉


